
■
山
口
別
院
永
代
経
法
要
（
ご
案
内)

■

こ
の
た
び
、
六
月
八
日(

水)

・
九
日

(

木)

・
十
日(

金)

の
三
日
間
で
、

令
和
四
年
度
前
半
の
光
山
寺
行
事
予
定
の
一
覧
で
す
。

山
口
別
院
永
代
経
法
要
が
修
行
さ
れ
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

万
障
繰
り
合
わ
せ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

染
拡
大
防
止
の
た
め
、
何
か
と
制
限
を
加
え
て
進
め
て
参
り
ま
す
。ま
こ

★
光
山
寺
法
要

と
の
願
い
を
聞
き
本
当
の
出
会
い
の
ご
縁
と
な
り
ま
す
よ
う
、
ご
案
内
申

五
月
一
・
二
日
（
日
・
月
曜
）
春
季
永
代
経
法
要
（
講
師
、
桑
羽
隆
慈
師
）

し
あ
げ
ま
す
。

九
月
二
八
・
二
九
日
（
水
・
木
曜
）
秋
季
永
代
経
法
要
（
講
師
、
福
田
康
正
師
）

浄
土
真
宗
本
願
寺
派
で
は
、ロ
シ
ア
の
軍
事
侵
攻
に
よ
り
避
難
生
活

一
、
法
要
期
日

六
月
八
日(

水)

・
九
日(

木)

・
一
〇
日(

金)

★
山
口
教
区
・
萩
組

を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
人
々
を
支
援
す
る
こ
と
を
目
的

二
、
会
場

本
願
寺
山
口
別
院
（
山
口
市
小
郡
花
園
町3

-

）

六
月

四
日
（
土
曜
）

萩
組
総
代
会
総
会
・
研
修
会
（
萬
福
寺
）

7

に
、
緊
急
に「
た
す
け
あ
い
運
動
募
金
」に
お
い
て
標
記
募
金
の
募
集
を
開

三
、
日
程

十
三
時
三
十
分
～
法
要
「
十
二
礼
作
法
」
の
ち
法
話
二
席

六
月

八
日
（
水
曜
）

山
口
別
院
、
永
代
経
法
要
（
萩
組
参
拝
日
）

始
い
た
し
ま
し
た
。

※
三
日
間
全
て

六
月
未
定
日
（

）

萩
組
仏
教
壮
年
会
総
会
・
研
修
会
（
満
行
寺
）

つ
き
ま
し
て
は
、
募
金
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
下
記
の
通
り
お

四
、
講
師

松
月
博
宣
氏(

浄
土
真
宗
本
願
寺
派
布
教
使
・福
岡
教
区

海
徳
寺)

六
月
十
二
日
（
日
曜
）

萩
組
仏
教
婦
人
会
大
会
（
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。
尚
、
光
山
寺
本
堂
に
も
募
金
箱
を
設
置
し
て
お
り

五
、
感
染
防
止

コ
ロ
ナ
感
染
防
止
に
配
慮
し
、
各
日
二
百
名
前
後
の
参

七
月

日
（

）

萩
組
子
供
一
泊
合
宿

中
止

ま
す
。
募
金
箱
送
金
に
つ
い
て
は
婦
人
会
総
会
に
て
ご
報
告
さ
せ
て
い
た

拝
者
と
し
ま
す
。
お
斎
お
土
産
販
売
は
あ
り
ま
せ
ん
。

七
月

日
（
日
曜
）

萩
組
聞
信
徒
の
集
い
（
未
定
）

だ
き
ま
す
。

※
山
口
別
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
法
要
の
視
聴
が
で
き
ま
す
。

★
子
供
会
（
土
曜
学
校
）

休
止
中

１
．
募
金
の
名
称

浄
土
真
宗
本
願
寺
派

た
す
け
あ
い
運
動
募
金

六
、
申
込

五
月
二
五
日(

水)

ま
で
に
所
属
組
長(

あ
る
い
は
住
職)

へ
参

★
仏
教
青
年
会

休
止
中

「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
緊
急
支
援
募
金
」

拝
の
旨
、
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
萩
組
の
参
拝
指
定
日
は
八
日

★
仏
教
壮
年
会

２
．
受
付
口
座
番
号

郵
便
振
替

０
１
０
０
０
❘
４
❘
６
９
９
５
７

で
す
が
、
組
指
定
日
以
外
の
お
参
り
も
可
能
な
限
り
対
応
い
た

五
月
二
十
八
日
（
土
曜
）
午
後
七
時

仏
教
壮
年
会
総
会
（
本
堂
）

加
入
者
名

た
す
け
あ
い
募
金

し
ま
す
。

★
仏
教
婦
人
会

銀
行
振
込

ゆ
う
ち
ょ
銀
行

七
、
ご
懇
志

ご
持
参
が
難
し
い
場
合
は
郵
便
振
込
で
宜
し
く
お
願
い

五
月
一
五
日
（
日
曜
）
午
前
九
時
半

光
山
寺
初
参
式

店
名

一
〇
九(

イ
チ
ゼ
ロ
キ
ュ
ウ)

店

い
た
し
ま
す

六
月
二
三
日
（
木
曜
）
午
前
八
時

清
掃
・
莊
厳
・
リ
ハ
ー
サ
ル

番
号

当
座

０
０
６
９
９
５
７

口
座
番
号

0
1
5
9
0
-
3
-
2
6
5
7
5

六
月
二
五
・
二
六
日
（
土
・
日
曜
）
婦
人
会
法
座
（
講
師
、
小
池
秀
章
師
）

名
義

た
す
け
あ
い
募
金

加
入
者
名

山
口
教
区
教
務
所
教
化
団
体

★
総
代
会

六
月
一
二
日
（
日
曜
）
午
後
二
時

合
同

※
通
信
欄
に
「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
緊
急
支
援
」
と
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

八
、
お
問
合
せ

ご
不
明
な
点
等
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
本
願
寺
山
口
別

★
護
持
会

六
月
一
二
日
（
日
曜
）
午
後
二
時

総
会
（
本
堂
）

※
希
望
す
る
領
収
書
の
「
宛
名
」
、「
住
所
」
、「
連
絡
先
」
も
ご
記
入
く
だ
さ

院
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

★
お
経
の
練
習
会
（
旧
、
礼
讃
の
夕
べ
）

午
後
八
時
（
本
堂
）

い
。
お
預
か
り
し
た
募
金
は
指
定
寄
付
金
と
し
て
、
関
係
団
体
へ
送
り
、

■
納
骨
堂
維
持
費
の
振
込
手
数
料
に
関
し
て
■

五
月
十
四
日
（
土
曜
）・
六
月
十
一
日
（
土
曜
）・
七
月

九
日
（
土
曜
）

難
民
支
援
等
に
充
て
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

光
山
寺
納
骨
堂
ご
利
用
者
の
皆
さ
ま
に
は
、納
骨
堂
維
持
費
を
頂
戴
し
て

八
月

六
日
（
土
曜
）・
九
月

十
日
（
土
曜
）・
十
月

八
日
（
土
曜
）

３
．
受
付
期
間

二
〇
二
二(

令
和
四)

年
三
月
十
日
か
ら
当
分
の
間

い
ま
す
。
ご
利
用
維
持
費
に
変
更
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
が
、本
年
一
月
十
七
日
よ

★
親
鸞
聖
人
讃
仰
会

午
後
八
時
（
本
堂
）

４
．
問
い
合
わ
せ
先

り

ゆ
う
ち
ょ
銀
行
の
振
込
手
数
料
に
加
え
て
、現
金
支
払
い
に
は
一
一
〇
円

六
月
二
十
日
（
月
曜
）・
八
月
八
日
（
月
曜
）・
十
月
十
七
日
（
月
曜
）

〒6
0
0
-
8
5
0
1

京
都
市
下
京
区
堀
川
通
花
屋
町
下
ル

の
加
算
料
金
が
か
か
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。こ
の
た
め
ご
利
用
者
の
皆
さ
ま

★
雅
楽
練
習
会

午
後
七
時
半
（
庫
裏
）
五
月
二
九
日
（
日
曜
）

本
願
寺
門
前
町

に
は
、
本
年
よ
り
振
込
手
数
料
と
加
算
料
金
を
ご
負
担
い
た
だ
く
形
と
な
り

★
ヨ
ガ
教
室

午
後
四
時
四
〇
分
（
庫
裏
）

浄
土
真
宗
本
願
寺
派
伝
道
本
部

ま
す
。

五
月
七
日
（
土
曜
）・
一
四
日
（
土
曜
）・
二
一
日
（
土
曜
）

社
会
部
〈
災
害
対
策
担
当
〉

尚
、Ａ
Ｔ
Ｍ
か
ら

ゆ
う
ち
ょ
銀
行
の
通
帳
や
カ
ー
ド
を
ご
利
用
さ
れ
た
振

六
月
四
日
（
土
曜
）・
一
一
日
（
土
曜
）・
一
八
日
（
土
曜
）

TEL

：075-371-5181(

代
表)FA

X

：075-365-6199

込
の
場
合
に
は
、一
五
二
円
の
振
込
手
数
料
の
み
と
な
り
ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て

M
ail

：saigai-taisaku@
hongw

anji.or.jp

は
、本
年
六
月
送
付
予
定
の
維
持
費
ご
案
内
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
コ
ー
ラ
ス
の
練
習
日
程
に
つ
い
て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

山
口
別
院
定
例
法
座
・
毎
月
五
日
午
後
一
時
半
（
一
月
は
十
時
半
）

萩
こ
こ
ろ
の
電
話
（
三
分
間
法
話
）
℡
２
５
～
７
７
１
０

西
本
願
寺
の
時
間
（
Ｋ
Ｒ
Ｙ
ラ
ジ
オ
）
毎
週
日
曜
日
午
前
六
時
か
ら
六
時
十
分
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■
除
夜
会
で
富
く
じ
抽
選
会
を
開
催
■

■
仏
教
豆
辞
典
■

（『
仏
教
用
語
豆
辞
典
一
〇
〇
』本
願
寺
出
版
社
よ
り
）

大
晦
日
恒
例
の
除
夜
会
で
は
、
二
年
ぶ
り
に
富
く
じ
抽

「
娑
婆
」

し
や

ば

●
お
経
の
練
習
会
（
旧
、礼
讃
の
夕
）五
月
十
四
日（
土
曜
日
）午
後
八
時
よ
り
今
年
も
！

選
会
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
例
年
、除
夜
会
は
大
晦
日
午

テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
な
ど
を
見
て
い
る
と
、刑
務
所
か
ら
出
所
し
て
く
る
場
面
で「

「
正
信
念
仏
偈
」の
練
習
を
し
て
き
ま
し
た「
お
経
の
練
習
会
」
も
今
年
で
三
十
二
年
目
と
な

後
十
一
時
半
す
ぎ
よ
り
開
催
さ
れ
る
が
、平
成
二
六
年
よ
り
鐘
を
つ
か
れ
る

シ
ャ
バ
に
出
る
」
と
か「
シ
ャ
バ
の
空
気
は
う
ま
い
」「
シ
ャ
バ
の
風
は
冷
た
い
」
な
ど

り
ま
す
。ど
な
た
で
も
参
加
で
き
る
お
経
の
練
習
会
と
し
て
、本
年
も
五
月
か
ら
十
月
ま
で
の
月

方
全
員
に
富
く
じ
抽
選
券
を
配
布
し
、除
夜
会
終
了
後
の
新
年
の
お
勤
め
の

と
い
っ
て
、自
由
な
解
放
さ
れ
た
世
界
を
娑
婆
と
呼
ん
で
い
る
よ
う
で
す
。

一
度
の
練
習（
原
則
第
二
土
曜
日
の
午
後
八
時
）で
、お
経
本（
聖
典
）を
中
心
に
日
常
の
基
本
「
修
正
会
」に
引
き
続
き
、富
く
じ
抽
選
会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ

し
か
し
、娑
婆
と
は
イ
ン
ド
の
語
「
サ
ハ
ー
」の
音
訳
で
、堪
え
忍
ぶ
土
地
と
い

的
勤

行
の
一
通
り
を
練
習
し
た
い
と
思
い
ま
す
。お
経
本
を
お
持
ち
で
な
い
方
は
光
山
寺
に
て

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
関
係
で
昨
年
は
掲
示
板
発
表
と
し
て
い
ま
し
た
が
、本
年

う
意
味
で
す
。
現
実
は
苦
し
み
や
悩
み
が
満
ち
て
い
て
、人
は
そ
れ
を
堪
え
忍

ご
ん
ぎ
よ
う

用
意
し
ま
す
の
で
参
加
当
日
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

は
六
十
名
の
参
加
者
の
中
、富
く
じ
抽
選
会
を
行
い
ま
し
た
。
景
品
当
選
者

ん
で
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、現
実
の
世
界
の
こ
と
を
指
し
て
い
ま
す
。

最
近
は
新
し
い
参
加
の
方
も
増
え
つ
つ
あ
り
ま
す
。
特
に
壮
年
の
方
、は
じ
め
て
参
加
の
方
は

は
二
十
名
で
し
た
。
尚
、景
品
出
品
に
際
し
て
は
、総
代
会
と
仏
教
青
年
会
よ

親
鸞
聖
人
が
和
讃
に「
娑
婆
永
劫
の
苦
を
す
て
て
」と
詠
じ
て
お
ら
れ
る
の

よ
う
ご
う

大
歓
迎
で
す
。（
お
申
し
込
み
は
不
要
・
無
料
で
す
）

り
、ま
た
福
引
き
抽
選
会
で
は
仏
教
壮
年
会
員
に
ご
協
力
頂
き
ま
し
た
。

が
そ
れ
で
す
。だ
か
ら
、娑
婆
は
そ
ん
な
に
自
由
な
世
界
で
は
な
い
の
で
す
ね
。

●
光
山
寺
初
参
式

五
月
十
五
日（
日
曜
）午
前
九
時
半

■
再
選
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
■

「
出

世
」

し
ゆ
つ

せ

親
鸞
聖
人
の
ご
誕
生
月
で
あ
る
五
月
に
は
毎
年
婦
人
会
主
催
に
よ
り
初
参
式
を
実
施
し
て

四
月
二
十
四
日
に
行
わ
れ
た
萩
市
議
会
議
員
選
挙
で
、光
山
寺
門
徒
の

立
身
出
世
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
成
功
し
て
名
を
あ
げ
る
こ
と
を
指
し

い
ま
す
。
今
年
も
五
月
十
五
日
光
山
寺
本
堂
に
て
開
催
さ
れ
ま
す
。
生
後
三
年
く
ら
い
ま
で
の

西
島
孝
一
さ
ん
、
村
谷
幸
治
さ
ん
が
再
選
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
も
益
々
の
ご
て
い
ま
す
。出
世
と
は
、本
来
、仏
が
衆
生
を
救
う
た
め
に
、か
り
に
人
間
の
姿
と

お
子
さ
ん
が
対
象
と
な
り
ま
す
。
仏
の
子
と
し
て
育
つ
た
め
仏
教
の
ご
縁
に
初
め
て
あ
う
合
同
の

活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

な
っ
て
、こ
の
世
に
出
現
さ
れ
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。「
仏
出
世
本
懐
」
な
ど
と
説

ほ
ん
が
い

初
参
式
で
す
。
昨
今
子
供
の
減
少
が
激
し
い
と
こ
ろ
で
す
が
、ど
う
か
ご
親
戚
等
に
対
象
と
な
る

■
ヨ
ガ
教
室
募
集
中
■

か
れ
る
の
も
、こ
の
意
味
で
す
。

お
子
さ
ん
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
ら
是
非
お
申
し
込
み
、
ご
参
加
く

「
腕
は
あ
が
り
ま
す
か
？
」「
何
も
な
い
と
こ
ろ
で

つ
ま
ず
い
て
い
ま
せ
ん

ま
た
、世
間
的
な
こ
と
を
越
え
る
意
味
で
、
迷
い
の
世
俗
の
世
界
を
越
え
て

だ
さ
い
。

か
？
」
実
生
活
で
ス
ム
ー
ズ
に
動
け
る
身
体
作
り
を
無
理
な
く
、ス
ロ
ー
ペ
ー
ス

仏
道
に
入
る
こ
と
を
、出

世
間
と
も
出
世
と
も
い
い
ま
す
。日
本
で
は
、公
卿
の

し
ゆ
つ

せ

け
ん

尚
、お
子
さ
ん
の
お
名
前
・
生
年
月
日
等
を
光
山
寺
ま
で
ご
連
絡

の
ヨ
ガ
教
室
で
！
ま
ず
は
体
験
か
ら
。（
詳
し
く
は
別
紙
案
内
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

子
息
が
出
家
し
た
場
合
に
出
世
と
呼
ば
れ
ま
し
た
。
普
通
の
者
よ
り
昇
進
が

く
だ
さ
い
。
当
日
参
加
で
き
な
い
方
は
個
別
の
初
参
式
や
自
宅
で
の
初

■
本
願
寺
参
与
の
募
集
の
ご
案
内
■

早
か
っ
た
そ
う
で
、転
じ
て
僧
が
高
い
位
に
昇
る
こ
と
を
指
す
よ
う
に
な
り
、一

参
式
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

本
願
寺
参
与
と
は
、浄
土
真
宗
本
願
寺
派
に
所
属
す
る
寺
院
（
直
轄
寺
院

般
に
も
広
ま
っ
た
よ
う
で
す
。

●
親
鸞
聖
人
鑚
仰
会

会
員
募
集
！

・
直
属
寺
院
含
む
）の
僧
侶
、
寺
族
及
び
門
徒
で
本
願
寺
の
護
持
発
展
に
努

「
精
進
」

し
よ
う
じ

ん

親
鸞
聖
人
の
み
教
え
を
鑚
仰
し
、
同
朋
と
し
て
の
親
睦
を
深
め
る
事
を
目
的
と
し
た「
親
鸞

め
、法
義
篤
信
な
方
に
就
任
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

精
進
料
理
と
言
え
ば
、魚
や
肉
類
を
使
わ
な
い
料
理
で
あ
る
こ
と
は
誰
で
も

聖
人
鑚
仰
会
」
を
四
月
よ
り
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
の
で
、新
規
会
員
を
募
集
い
た
し
ま
す
。
ご
門

本
願
寺
参
与
の
主
な
年
間
行
事
と
待
遇
に
は
、
一
月
十
日
の
御
正
忌
報
恩
講

知
っ
て
い
ま
す
。

徒
に
限
ら
ず
、年
齢
・
男
女
を
一
切
問
わ
ず
、広
く
親
鸞
聖
人
の
み
教
え
を
勉
強
す
る
学
習
会

法
要
へ
特
別
参
拝
。
法
要
終
了
後
、
鴻
之
間（
国
宝
）に
て
、本
願
寺
ご
住
職
ご
臨
席

祭
り
や
葬
式
の
後
の
よ
う
に
、心
身
を
清
め
る
精
進
の
期
間
が
終
わ
る
と
、

で
す
。年
会
費
は
二
千
円
で
二
ヶ
月
に
一
回
の
開
催
。昨
年
度
か
ら
は
、『
歎
異
抄
』を
正
し
く
学

の
も
と
、お
斎
の
接
待
が
行
わ
れ
ま
す
。
五
月
二
十
日
の
宗
祖
降
誕
会
の
特
別
参

精
進
落
ち
と
か
精
進
明
け
と
称
し
て
、肉
食
飲
酒
の
宴
が
も
た
れ
る
の
を
よ
く

ぶ
こ
と
を
中
心
に
学
習
し
て
い
ま
す
。『
浄
土
真
宗
聖
典（
註
釈
版
）』が
必
要
と
な
り
ま
す
が
、お

拝
。
降
誕
会
祝
賀
能
、
茶
席
へ
の
ご
招
待
が
あ
り
、
本
願
寺
ご
住
職
ご
臨
席
の
本
願

見
か
け
ま
す
。

持
ち
で
な
い
方
は
申
し
出
く
だ
さ
い
。
尚
、開
催
は
偶
数
月
第
三
月
曜
日
午
後
八
時
よ
り（
次

寺
参
与
園
遊
会
へ
の
ご
招
待
が
あ
り
ま
す
。
十
月
十
六
日
の
龍
谷
会
（
大
谷
本
廟
報

精
進
と
は
、も
と
も
と
、仏
教
の
実
践
徳
目
で
あ
る「
六
波
羅
蜜
」の
一
つ
で
、

ろ
つ

ぱ

ら

み
つ

回
六
月
二
十
日
）と
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。（
詳
細
は
別
紙
に
て
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。）
恩
講
法
要
）の
特
別
参
拝
。
参
儀
衆
と
し
て
、法
要
へ
出
勤
、本
願
寺
ご
住
職
ご
臨
席

精
魂
を
込
め
て
励
み
進
む
こ
と
、努
力
精
励
す
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。こ
の
こ
と

●
仏
教
壮
年
会
グ
ル
ー
プ
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

の
本
願
寺
参
与
会
懇
談
会
へ
の
ご
招
待
が
あ
り
ま
す
。そ
の
他
、本
願
寺
へ
参
拝
さ
れ

か
ら
、一
般
に
努
力
す
る
こ
と
を
意
味
し
、手
紙
な
ど
に「
ま
す
ま
す
ご
精
進
く

仏
教
壮
年
会（
会
長
、尾
方
忠
久
）で
は
、本
年
度
の
総
会
・
研
修
会
を
五
月
二
八
日（
土
曜

る
際
に
は
、書
院
・
飛
雲
閣
等
の
案
内
と
抹
茶
の
接
待
、本
願
寺
参
与
が
関
係
す
る（

だ
さ
い
」
な
ど
と
書
か
れ
た
り
し
て
い
ま
す
。

日
）午
後
七
時
に
開
催
い
た
し
ま
す
。
本
年
も
秋
に
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

勤
務
先
や
所
属
寺
等
の
）
各
種
研
修
会
等
の
開
催
に
あ
た
り
、
本
願
寺
内
の
施
設

こ
の
精
進
に
、
日
本
で
は
新
し
い
意
味
が
つ
け
加
わ
り
ま
し
た
。
仏
教
が
伝

大
会
を
開
催
予
定
と
し
て
い
ま
す
。
会
員
相
互
の
連
絡
を
密
に
す
る
た

を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
な
ど
、特
典
が
沢
山
あ
り
ま
す
。
併
せ
て
法
話
等
の
出
向

来
す
る
以
前
か
ら
、
神
事
で
行
な
わ
れ
て
い
た
潔
斎
と
結
び
つ
い
て
、
精
進
潔

け
つ

さ
い

め
に
、Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
グ
ル
ー
プ「
光
山
寺
仏
教
壮
年
会
」
を
作
成
し
ま
し

を
願
い
出
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
本
願
寺
参
与
に
就
任
中
は
、「
宗
報
」「
本
願
寺
新

斎
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。
心
身
を
清
め
、
行
い
を
つ
つ
し
む
と
い
う

た
。
各
種
案
内
や
情
報
が
受
信
で
き
ま
す
。
仏
教
壮
年
会
の
皆
さ
ま
に

報
」「
大
乗
」「
季
刊
せ
い
て
ん
」の
各
紙
誌
を
、そ
れ
ぞ
れ
無
償
送
付
さ
れ
ま
す
。
詳

も
の
で
す
。

は
、以
下
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
よ
り
グ
ル
ー
プ
登
録
く
だ
さ
い
。

細
な
参
与
会
入
会
に
つ
き
ま
し
て
は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

肉
や
魚
を
使
わ
な
い
精
進
料
理
は
、こ
の
意
味
か
ら
来
た
の
で
し
た
。

山
口
別
院
定
例
法
座
・
毎
月
五
日
午
後
一
時
半
（
一
月
は
十
時
半
）

萩
こ
こ
ろ
の
電
話
（
三
分
間
法
話
）
℡
２
５
～
７
７
１
０

西
本
願
寺
の
時
間
（
Ｋ
Ｒ
Ｙ
ラ
ジ
オ
）
毎
週
日
曜
日
午
前
六
時
か
ら
六
時
十
分

（第７６号） 光山寺新聞 ２０２２年（令和４年）５月１日（日曜日）


